
2食と生活をささえる農業・農村をめざして
~富山県農業・農村新世紀プラン策定~

京劇俳優として日本と中国の文化交流に努めながら、県内各地で太極拳の指導をする陳建強さん (後ろより2列目中央)と太極拳教室の皆さん。

No.387 

必込富山県



12001.9

■
最
先
端
の
科
学
を
分
か
り
や
す

く
楽
し
く
紹
介
す
る
「
英
国
科
学

実
験
講
座
」
が
七
月
二
十
四
日
、

二
十
五
日
の
二
日
間
、
富
山
国
際

会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
同
講
座
は
イ
ギ
リ
ス
で
毎
年
ク

リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て

い
る
講
義
を
日
本
で
再
現
す
る
も

の
で
、今
年
は「
21
世
紀
ロ
ボ
ッ
ト

が
変
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に
イ
ギ
リ

ス
・
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
の
ケ
ビ

ン
・
ウ
ォ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
教
授
を
講

師
に
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
会
場
に
は
、
小
中
高
生
を
中
心

に
二
日
間
で
延
べ
千
七
百
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。講
義
で
は
、様
々
な

実
験
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

■
最
先
端
技
術
を
用
い
た
ロ
ボ
ッ

ト
が
た
く
さ
ん
登
場
し
、
人
と
同

じ
よ
う
に
ダ
ン
ス
を
す
る
も
の

や
、声
に
反
応
し
た
り
、に
お
い
を

識
別
し
た
り
す
る
様
子
に
会
場
か

ら
は
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

月
よ
り
四
車
線
化
の
た
め
の
新
ト

ン
ネ
ル
建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

■
新
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
に
伴
い
、

老
朽
化
し
た
既
存
ト
ン
ネ
ル
の
補

修
工
事
に
取
り
掛
か
る
た
め
、
現

在
、
通
行
で
き
る
の
は
二
車
線
と

な
っ
て
い
ま
す
。
実
質
的
な
四
車

線
化
は
来
年
春
か
ら
に
な
り
ま

す
。

■
県
で
は
、
同
ト
ン
ネ
ル
を
含
む

婦
中
町
安
田
か
ら
小
杉
町
黒
河
新

ま
で
の
四
車
線
化
工
事
を
進
め
て

お
り
、
平
成
十
四
年
度
末
の
完
成

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
道
路
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
3
2
0

■
同
下
水
道
事
業
は
、
神
通
川
と

庄
川
に
は
さ
ま
れ
た
富
山
市
、
新

湊
市
、高
岡
市
、小
杉
町
、大
門
町
、

婦
中
町
、
八
尾
町
、
下
村
、
大
島
町

の
九
市
町
村
を
対
象
と
し
て
お

り
、
そ
こ
に
住
む
約
二
十
一
万
人

の
生
活
環
境
の
向
上
と
富
山
湾
、

神
通
川
な
ど
の
水
質
保
全
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

■
県
で
は
、
新
た
に
策
定
し
た

「
全
県
域
下
水
道
化
新
世
紀
構
想
」

に
基
づ
き
、
県
内
全
域
の
下
水
道

化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
下
水
道
課

1
0
7
6（
4
4
4
）3
3
5
1

記念式であいさつをする中沖知事

最先端のロボットと一緒にダンスをする子どもたち

新トンネル完成を祝い、くす玉を割る関係者

7月

24・
25日

神
通
川
左
岸
流
域
下
水
道
供
用

記
念
式

■
七
月
九
日
、
平
成
三
年
か
ら
整

備
を
進
め
て
き
た
神
通
川
左
岸
流

域
下
水
道
の
全
市
町
村
供
用
記
念

式
が
新
湊
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

■
こ
の
七
月
に
最
上
流
の
八
尾
町

で
一
部
供
用
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
、

流
域
の
全
市
町
村
で
下
水
道
を
利

用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
式
典
に
は
、
関
係
者
約
百
五
十

人
が
出
席
し
、中
沖
知
事
、神
通
川

左
岸
流
域
下
水
道
促
進
期
成
同
盟

会
会
長
の
分
家
新
湊
市
長
ら
に
よ

る
く
す
玉
割
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

7月

9日

「
第
12
回
英
国
科
学
実
験
講
座

ク
リ
ス
マ
ス
レ
ク
チ
ャ
ー
2
0

0
1
」
開
催

■
七
月
二
十
六
日
、
県
道
富
山
小

杉
線（
富
山
市
太
郎
丸
〜
小
杉
町

白
石
）の
呉
羽
ト
ン
ネ
ル
第
二
期

線
の
開
通
式
が
、
富
山
市
古
沢
の

同
ト
ン
ネ
ル
西
側
入
口
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

■
開
通
式
に
は
関
係
者
約
百
人
が

出
席
し
、
中
沖
知
事
が「
ト
ン
ネ
ル

の
完
成
に
よ
り
、
周
辺
地
域
の
連

携
が
強
化
さ
れ
産
業
・
経
済
が
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

■
呉
羽
ト
ン
ネ
ル
付
近
の
区
間
は

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
を
き
た
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
一
年
三

7月

26日

呉
羽
ト
ン
ネ
ル
第
二
期
線
開
通
式

し
た
。

■
県
で
は
、
今
後
と
も
科
学
技
術

を
身
近
に
親
し
め
る
機
会
を
充
実

さ
せ
、
科
学
技
術
を
担
う
人
材
の

育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
商
工
企
画
課

1
0
7
6（
4
4
4
）
3
2
4
5
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特
集

食と生活をささえる
農業・農村をめざして

本県の農業・農村を取り巻く情勢は大きく変化しています。

県ではこのたび、「富山県農業・農村新世紀プラン」を策定しました。

今後、このプランに基づき、本県の農業・農村が、県民の皆さんの「食」

と「生活」をささえる貴重な産業・空間としての役割を十分に発揮し、

将来にわたって持続的に発展していくよう、総合的・計画的に施策を

進めることにしています。

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
と

対
応

食料安全保障 
食料供給 

環境保全 
良好な景観の形成 
自然環境の保全 
水源のかん養 
国土の保全 

地域社会の 
維持活性化 

地域社会の維持活性化 
保健休養 
文化の伝承 

農 業 農 業 農 村 農 村 

農業・農村は多くの役割を担っています 

農産物の供給機能のみ
ならず、生活と密接に関
わる多面的な機能を有
する「生命産業」 

北アルプスの豊かな水と
緑に包まれ、人々が日々の
生活をやすらぎとうるお
いをもって送る「擁（いだ）
きの空間」 

農業・農村の 
多面的機能 

肥
沃
な
大
地
、
清
冽
な
水
…
。
富
山
県

の
農
業
は
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
受
け

て
古
く
か
ら
稲
作
を
中
心
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ
る
農
作
物

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
、
生
活
に

活
力
と
う
る
お
い
を
与
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
食
の

洋
風
化
に
伴
う
米
の
消
費
の
減
少
と
食
習

慣
の
乱
れ
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
耕
地
面
積
の
減
少
、
農
産
物
価
格

の
低
迷
な
ど
、農
業
・
農
村
を
め
ぐ
る
情
勢

は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
十
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
富
山
県
農
業
・
農
村
新
世
紀

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン

プ
ラ
ン
が
示
す
三
つ
の
基
本
方
向

プ
ラ
ン
で
は
、
農
業
は
、
安
心
で
き
る

新
鮮
な
農
産
物
を
供
給
す
る
役
割
と
と
も

に
生
活
と
密
接
に
関
わ
り
多
面
的
な
機
能

を
も
つ
生
命
産
業
と
し
て
、
農
村
は
、
北

ア
ル
プ
ス
の
豊
か
な
水
や
自
然
に
擁い
だ

か
れ
、

人
々
が
日
々
の
生
活
を
や
す
ら
ぎ
と
う
る

お
い
を
も
っ
て
送
る
空
間
と
し
て
位
置
づ

け
、
農
業
・
農
村
が
県
民
の「
食
」と「
生

活
」を
さ
さ
え
る
産
業
・
空
間
と
し
て
、
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

①
食
を
さ
さ
え
る
産
業
と
し
て
の
農
業
の

展
開

②
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
で
き
る
農
業
構

造
の
確
立

③
県
民
の
生
活
空
間
と
し
て
、
住
み
や
す

く
活
力
の
あ
る
農
村
の
創
造

の
三
つ
の
基
本
方
向
に
基
づ
き
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
、

県
民
の
食
と
生
活
を
さ
さ
え
る
農
業
・
農

村
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

70

65

60

55

50

千ha

（農林水産省「面積調査」） 

H2 H7 H8 H9 H10 H11年 

畑 

田 

H2 H7 H8 H9 H10 H11年 

70
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50
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0

70
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50

40

30

20

10

0

千人 ％ 

（農林水産省「農業構造動態調査」） 

男子 女子 高齢化率 

700
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400

300

200

100

0
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（農林水産省「食料需給表」） 

（1960年を100とした指数） 

'60 '65 '70 '75 '80 '85 '90 '95 '96 '97年 

肉類 

牛乳・乳製品 

油脂類 

果実 

野菜 

米 

MILK

OIL

で
は
、
二
十
一
世
紀
初
頭
に
お
け
る
本
県

の
農
業
・
農
村
の
め
ざ
す
べ
き
方
向
、
農

業
・
農
村
施
策
の
展
開
に
あ
た
っ
て
の
基

本
方
針
と
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策

を
示
し
て
い
ま
す
。

国内の主要品目別供給純食料の推移富山県の耕地面積の推移

富山県の農業就業人口の推移（販売農家）

※供給純食料…国民一人、1年あたり、食料として供給される総量
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●
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は

県
庁
企
画
管
理
課
ま
で

1
0
7
6
（
4
4
4
）
3
3
6
8

・
食
生
活
指
針
の
普
及
啓
発
、農
業
者
と
消
費

者
・
食
品
産
業
等
と
の
連
携
・
交
流
、
望
ま
し

い
食
料
消
費
の
推
進

・
富
山
か
ら
生
ま
れ
た
食
文
化
の
伝
承
、
地
域

の
食
材
を
活
か
し
た
新
た
な
食
の
創
造

・
安
心
・
新
鮮
な
農
産
物
の
生
産
と
県
民
へ
の
安

定
的
な
提
供
（
地
産
地
消
）、
美
味
し
い
富
山

米
、
品
質
の
高
い
大
豆
な
ど
の
農
産
物
を
全

国
へ
供
給
す
る
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
農
業

生
産
力
の
増
強

・
先
端
技
術
を
活
用
し
た
試
験
・
研
究
、農
業
・

農
村
や
農
産
物
に
関
す
る
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
の
推
進

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
で
き
る

農
業
構
造
の
確
立

県
民
の
生
活
空
間
と
し
て
、住
み

や
す
く
活
力
の
あ
る
農
村
の
創
造

・
農
山
村
文
化
、
散
居
村
の
美
し
い
農
村
景
観

な
ど
の
地
域
資
源
を
住
民
自
ら
が
見
直
し
、

住
民
が
参
加
す
る
農
村
づ
く
り
の
推
進
、
農

村
下
水
道
な
ど
基
礎
的
な
生
活
基
盤
の
整
備

の
推
進

・
高
齢
化
な
ど
活
力
の
低
下
が
進
む
中
山
間
地

域
に
対
し
て
総
合
的
な
活
性
化
対
策

・
水
源
の
か
ん
養
、
洪
水
の
調
節
な
ど
農
業
・
農

村
の
も
つ
多
面
的
な
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ

う
な
施
策
の
展
開

―
富
山
の
食
文
化
を
後
世
に
―

新
た
な
食
の
創
造
と
食
文
化
の

伝
承

朝日なないろ特産会会長

弓野
ゆみの

良子
よし こ

さん（朝日町）

富
山
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
優
れ
た
栽

培
技
術
、
先
進
的
経
営
へ
の
取
組
み
、
全

国
で
も
屈
指
の
整
備
さ
れ
た
生
産
基
盤
な

ど
に
支
え
ら
れ
、
生
産
性
の
高
い
農
業
が

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
に
お
け
る
富
山
県
の
農

業
・
農
村
の
振
興
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
食
」

と
「
生
活
」。
こ
の
食
と
生
活
を
さ
さ
え
る

農
業
・
農
村
の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、

農
業
者
や
地
域
住
民
の
取
り
組
み
を
基
本

と
し
、
市
町
村
、
農
業
関
係
機
関
・
団
体

と
の
緊
密
な
連
携
と
協
力
の
も
と
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

食祭とやま2001開催！

「
み
ん
な
の
や
る
気
、女
性
パ
ワ
ー
が
す
ご
い
で

す
よ
」

そ
う
話
す
弓
野
さ
ん
は
、安
全
で
新
鮮
な
野

菜
づ
く
り
や
農
産
加
工
品
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。将
来
は
、農
産
物
や
地
元
の
食
材

を
生
か
し
た
加
工
品
を
多
く
の
人
に
提
供
す

る
た
め
、常
設
の
直
売
所
を
設
置
す
る
の
が
夢

だ
と
言
う
。

平
成
八
年
か
ら
東
京
の
消
費
者
団
体
と
の

交
流
を
始
め
、
都
市
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

た
特
産
品
開
発
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
弓
野
さ
ん
は
、※『
食
の
伝
承
人
』と
し

て
の
顔
も
持
ち
、町
の
郷
土
食
「
み
そ
か
ん
ぱ
」

―
地
域
に
貢
献
す
る
農
業
経
営
―

安
定
的
で
永
続
的
な
経
営
を
め

ざ
し
て

樽蔵産業有限会社代表取締役

石王
いしおう

誠
まこと

さん（写真左端）と従業員の
皆さん（福岡町）

「
三
百
六
十
五
日
、毎
日
が
挑
戦
で
す
よ
」

そ
う
言
っ
て
笑
う
の
は
福
岡
町
で
農
業
に

従
事
す
る
石
王
さ
ん
。農
業
経
営
で
は
、農
閑

期
を
い
か
に
上
手
に
生
か
す
か
が
大
切
だ
と
考

え
、冬
場
に
空
く
田
ん
ぼ
で
か
ぶ
を
栽
培
し
、

か
ぶ
ら
寿
し
の
加
工
販
売
も
行
う
な
ど
、通
年

経
営
を
確
立
し
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、採
算
だ
け
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、理
念
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
な
い

と
だ
め
で
す
ね
。自
分
の
支
え
と
な
っ
て
い
る

の
は
、永
続
的
な
農
業
経
営
を
め
ざ
す
こ
と
で

―
農
業
用
水
路
を
憩
い
の
場
に
整
備
―

住
民
参
加
型
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

せせらぎ水路環境整備
管理協議会会長

廣
ひろ

田
た

暁さん（上市町）

「
最
近
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
遊
ぶ
機

会
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
住
民

に
自
然
や
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
体
感
し
て

も
ら
お
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」

廣
田
さ
ん
ら
は
、
既
存
の
農
業
用
水
路
を

活
用
し
、
そ
の
上
に
足
首
が
漬
か
る
程
度
の
手

作
り
の
水
路
（
全
長
約
六
十
ｍ
）を
造
成
。
住

民
自
ら
清
掃
や
維
持
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
ろ
ん
な
人
の

交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夜
に
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
す
る
の
で
、
若
者
の
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト

に
も
な
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
よ
。
こ
こ
に
は
、

い
ろ
ん
な
動
植
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
は
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て

生
命
の
尊
さ
を
感
じ
と
っ
て
も
ら
い
た
い
と

入場無料

「食の祭典」が、今年は富山市
で開催されます。魅力いっぱ
いの美味しい企画が盛りだく
さんですので、富山の「食」を
見て、感じて、そして味わって
みてください。

10月20日（土）～21日（日）

テクノホール（富山産業展示館）ほか

●特産王国とやま
ふれあい市

●とやまの食文化紹介

●食文化フォーラム

●イベントステージ

県内35市町村の特産品、大鍋が
勢ぞろい

ますの寿しの歴史、細工かまぼ
こ、「食の伝承人」による郷土料
理の実演・試食等

富山の食について考えるパネル
ディスカッション
パネリスト／黒部 進 氏 ほか

親子ステージ「いない いない
ばぁっ！」、富山広域圏の郷土芸
能公演、とやま特産大使コンテ
スト等

●問合せ
食祭とやま実行委員会事務局（県庁生産流通課内）
1076（444）3271

県
で
は
、こ
の
た
び
の『
富
山
県
農
業
・

農
村
新
世
紀
プ
ラ
ン
』
を
指
針
と
し
な
が

ら
、
か
け
が
え
の
な
い
共
有
財
産
で
あ
る

農
業
・
農
村
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

会　期

場　所

内　容

県
民
が
富
山
の
安
全
で
新
鮮
な
食
料
を

消
費
し
、
農
業
は
そ
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

農
産
物
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
美
味
し

い
富
山
米
や
品
質
の
高
い
大
豆
を
全
国
へ

供
給
す
る
な
ど
、
農
業
が
食
を
さ
さ
え
る

産
業
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
め

ざ
し
ま
す
。

経
営
の
法
人
化
な
ど
、
効
率
的
・
安
定

的
な
農
業
経
営
を
育
成
し
、
こ
れ
ら
の
経

営
が
、
地
域
の
農
業
の
大
部
分
を
担
う
よ

う
な
農
業
構
造
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

富
山
が
誇
る
地
域
資
源
を
生
か
し
、
住

民
参
加
の
農
村
づ
く
り
を
展
開
し
、
高
齢

化
や
情
報
化
に
も
対
応
し
た
住
み
や
す
く

活
力
の
あ
る
農
村
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

施
策
の
基
本
方
向

施
策
の
基
本
方
向

施
策
の
基
本
方
向

なないろKANで、6～10月の毎週日曜に
開かれる朝市。採れたての野菜や果物、
「押し寿し」「こまつなクッキー」などが並
び、大勢のお客でにぎわう。

せせらぎ水路を舞台に、魚のつかみ取りや花火大
会など各種イベントも行われる。廣田さんは「せせ
らぎ水路」の発案者で、自ら設計を手がけた。

大豆の培土作業に精を出す石
王さん。かぶら寿しはほとんど
直販。電子メールなどで全国
各地から注文が舞い込む。

な
ど
の
伝
承
・
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
今
の
子
ど
も
は
、自
分
の
町
の
郷
土
料
理
を

知
ら
な
い
子
が
多
い
で
す
ね
。ふ
る
さ
と
の
味

を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
も
自
分
た
ち
の
役
目

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

あ
り
、
農
地
を
守
る
と
い
う
理
念
で
す
。
親
か

ら
受
け
継
い
だ
農
地
、地
域
か
ら
請
け
負
っ
た

農
地
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
自

分
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
す
」と
言
い
切
る
。

ま
た
、
平
成
二
年
に
は
、
高
齢
化
に
伴
う
請

負
農
地
の
増
加
等
を
見
込
み
、
雇
用
の
受
け

皿
と
な
る
有
限
会
社
を
設
立
し
た
。
現
在
、

四
十
五
ha
の
農
地
を
請
け
負
い
、
石
王
さ
ん

夫
妻
と
従
業
員
四
人
の
六
人
で
切
り
盛
り
す

る
。
平
均
年
齢
は
三
十
一
才
と
と
て
も
若
い
。

「
僕
ら
み
た
い
若
い
世
代
の
下
支
え
が
、
農
業

の
未
来
に
必
要
な
ん
で
す
よ
」

目
標
を
高
く
も
ち
、自
分
が
納
得
で
き
る
も

の
を
作
る
こ
と
を
常
に
考
え
て
い
る
石
王
さ
ん
。

「
お
客
さ
ん
や
地
主
に
喜
ば
れ
、
地
域
に
貢
献

し
て
こ
そ
一
人
前
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
」と
語
る
。

思
っ
て
い
ま
す
」

廣
田
さ
ん
は
、
い
つ
の
日
か
、
こ
の
水
路
に

無
数
の
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の

水
路
は『
地
域
の
財
産
』と
い
う
認
識
を
持
つ

こ
と
で
す
ね
。
行
政
任
せ
で
は
な
く
、
地
域
の

も
の
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
守
っ
て
い
こ
う
と

い
う
意
識
改
革
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」

食
を
さ
さ
え
る
産
業
と
し
て
の

農
業
の
展
開

※
食
の
伝
承
人
…
富
山
の
食
文
化
の
伝
承
と
県
内
外

へ
の
発
信
を
図
る
た
め
、伝
承
活
動
に
積
極
的
な
人
を

県
が
認
定
す
る
。（
現
在
二
十
五
人
を
認
定
）

・
個
別
経
営
や
法
人
経
営
、生
産
組
織
な
ど
効

率
的
か
つ
安
定
的
な
経
営
を
行
う
担
い
手
の

育
成
及
び
農
業
構
造
の
確
立

・
耕
地
利
用
率
の
向
上
を
目
指
し
た
生
産
基
盤

の
整
備
、農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備

・
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
な
ど
自
然
環
境

と
共
生
し
た
農
業
生
産
や
農
村
づ
く
り
の
展
開

あかつき



地震から身を守る10か条 

グ
ラ
ッ
！
と
き
た
ら 

火
の
始
末 

ガスコンロやストーブ
などの火を確実に消し
ましょう。 

戸
や
窓
を
開
け
て 

出
口
の
確
保
を 

閉めたままだと建物が
ゆがみ、出入口が開か
なくなることがあります。 

テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
に 

身
を
ふ
せ
る 

倒れやすい戸棚や本棚
からすぐ離れ、丈夫なテー
ブルや机の下に身をか
くしましょう。 

あ
わ
て
て 

外
に
飛
び
出
す
な 

あわてて外に飛び出すと、
瓦やガラス、看板などの
落下で、かえって危険で
す。 

火
が
出
た
ら 

初
期
消
火
を 

隣近所にも協力を求め、
煙や炎にではなく、火元
に水や消火液をかけま
しょう。 

み
ん
な
で
助
け
合
っ
て 

応
急
救
護
を 

お年寄りや体の不自由
な人、ケガ人などに声を
かけ、みんなで助け合
いましょう。 

正
し
い
地
震
情
報
を 

うわさやデマに振り回
されないように、ラジオ
やテレビなどで正しい
情報を入手しましょう。 

避
難
は
早
め
に 

ま
だ
大
丈
夫
は
危
険 

できるだけ集団で、素早
く避難し、持ち物は最小
限にしましょう。 

せ
ま
い
路
地
や
塀
ぎ
わ
、 

が
け
、川
べ
り
な
ど
に 

近
づ
か
な
い 

ブロック塀・門柱・自動
販売機などは倒れやす
いので注意しましょう。 

山
崩
れ
・
が
け
崩
れ
・ 

津
波
に
注
意 

危険な場所にいる場合
は、急いで安全な場所
に逃げましょう。 

本県は地震や水害などの自然災害が比較的少ない、全国でも

トップレベルの「安全で安心して暮らせる県」といわれています。

しかし、かつては河川のはんらん、豪雪、大火など多くの苦難

に遭遇しており、大規模な地震などの大災害が発生する恐れがな

いわけではありません。

9月1日は「防災の日」です。この機会に防災対策、火災予防に

ついて確認しましょう。

72001.98 2001.9

●
問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

県
庁
消
防
防
災
課

1
0
7
6
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4
4
4
）
3
1
8
7

ま
ち
ぐ
る
み
で
防
災
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
広
い
範
囲
で

の
火
災
の
発
生
や
道
路
の
損
壊
な
ど
に
よ

り
、
消
防
な
ど
の
防
災
機
関
が
十
分
に
対

処
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
被
害
を
最
小
限
度

に
抑
え
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
「
自

分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い

う
意
識
を
持
ち
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
防
災
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
県
で

は
、
地
域
住
民
の
自
主
的
で
組
織
的
な
防

災
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

「
防
災
の
日
」と「
防
災
週
間
」

地
震
や
火
災
な
ど
の
災
害
に
対
す

る
備
え
を
充
実
強
化
し
、
災
害
の

未
然
防
止
と
被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
毎
年
九
月
一
日
を「
防
災
の

日
」、
こ
の
日
を
含
む
八
月
三
十
日

か
ら
九
月
五
日
ま
で
の
一
週
間
を

「
防
災
週
間
」と
し
、
防
災
知
識
普
及

の
た
め
の
講
演
会
の
開
催
、
防
災

訓
練
な
ど
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

県
で
も
こ
の
時
期
、
県
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
す
る
ほ
か
、
各
市

町
村
、
防
災
関
係
機
関
お
よ
び
各

企
業
な
ど
で
様
々
な
事
業
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

無
火
災
を
め
ざ
し
、防
火
運
動
を

強
化
し
ま
し
ょ
う

本
県
の
平
成
十
二
年
中
の
出
火
件
数
は

二
百
五
十
八
件
、
出
火
率
（
人
口
一
万
人

当
た
り
の
出
火
件
数
）
は
二
・
三
ポ
イ
ン

ト
で
、
い
ず
れ
も
全
国
で
最
も
低
い
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
出
火
率
は
、

平
成
三
年
か
ら
十
年
連
続
で
全
国
最
小
を

記
録
し
て
お
り
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
防
火

意
識
の
高
さ
と
日
ご
ろ
の
火
災
予
防
の
成

果
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
例
年

よ
り
も
多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、

六
月
ま
で
の
出
火
件
数
は
百
八
十
件
と
昨

年
の
同
時
期
に
比
べ
、
三
十
九
・
五
％
増

加
し
、
死
亡
者
数
も
十
六
人（
昨
年
の
同

時
期
は
十
二
人
）に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
、
従
来
か
ら
消
防
機
関
を
は

じ
め
、
消
防
団
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
婦

〇
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
　
　

〇
寝
た
ば
こ
、た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
　
　

〇
こ
ど
も
に
は
、マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

〇
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、た
こ
足
配
線
は
し
な
い

〇
ス
ト
ー
ブ
に
は
、燃
え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

「
災
害
は
忘
れ
な
い
う
ち
に
、
し
か
も

必
ず
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
い
つ
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を

脅
か
さ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
災
害
が

発
生
し
た
と
き
に
身
の
安
全
を
守
る
冷
静

な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら

の
備
え
を
充
実
し
、
訓
練
を
積
み
重
ね
る

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心
の
ポ
イ
ン
ト

人
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
り
、
積
極
的
な

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
県
民
一
丸
と
な
っ
た
防
火
運
動

の
継
続
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
も
地
域
に

よ
る
防
火
運
動
の
輪
に
入
り
、”無
火
災
富

山
県
“を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

7月3日に開催された「出火率10年連続全国最小記録達成記念
感謝と決意の集い」。中沖知事から10年間無火災の消防団な
どに表彰状が渡されました。

0

50

100

150

200
件 

平成 10 11 12 13 年 

104

128 129

180

出火件数の推移（各年1～6月） 

原  因 件数 構成比 

①たばこ 

②ストーブ 

②放火 

④火入れ
※
 

⑤こんろ 

19 

16 

16 

14 

9

10.6％ 

8.9％ 

8.9％ 

7.8％ 

5.0％ 

主な出火原因（平成13年1～6月） 

※野火、枯れ草焼きの火の延焼拡大、飛び火 

自
主
防
災
組
織
の
結
成
や
運
営
方
法
、
防

災
資
機
材
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、
県
、

市
町
村
、
消
防
本
部
な
ど
に
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

普段からこれだけは 
準備しよう！ 

非常持出袋 

懐中電灯 

ローソク 

ラジオ 

ロープ 通帳・印鑑 

水 

非常食 

タオル 

下着類 

消火用 
三角バケツ 

手袋 
ヘルメット 

消火器 

ティッシュ 

救急薬品 
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ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
よ
う
な
温
室

と
南
北
二
つ
の
池
、あ
た
り
一
面
に
広

が
る
緑
が
美
し
く
溶
け
あ
う
中
央
植
物

園
。二
十
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な

敷
地
に
、
五
つ
の
展
示
温
室
と
屋
外
展

示
園
が
あ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
植
物
の
世
界

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

巨
大
な
植
物
や
シ
ダ
類
が
繁
る
熱
帯

雨
林
植
物
室
で
は
植
物
の
ス
ケ
ー
ル
や

パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、ラ
ン
温
室
で
は
美

し
い
ラ
ン
に
魅
了
さ
れ
る
。厳
し
い
環
境

の
な
か
で
生
き
て
き
た
花
や
草
と
出
会
う

高
山
植
物
室
、
パ
パ
イ
ヤ
や
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
の
木
に
実
が
な
っ
て
い
る
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
熱
帯
果
樹
室
。
温
室

を
巡
る
だ
け
で
も
、初
め
て
見
る
植
物
や

名
前
は
知
っ
て
い
て
も
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
植
物
に
次
か
ら
次
へ
と
出
会
う
。

葉
の
形
、
花
の
色
、
木
の
大
き
さ
、
繁

殖
の
方
法
な
ど
、
一
つ
一
つ
の
植
物
に

個
性
が
あ
る
。
世
界
の
気
候
や
環
境
の

違
い
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
様
な
植
物
を
生

み
出
し
た
の
か
と
驚
か
さ
れ
る
。

中
国
の
西
南
部
に
位
置
す
る
雲
南
省

は
、一
万
五
千
種
も
の
植
物
が
生
育
す

る
植
物
の
宝
庫
。
日
本
の
植
物
と
共
通

の
祖
先
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
日
本
の

植
物
の
ル
ー
ツ
を
知
る
上
で
興
味
深
い

地
域
と
さ
れ
て
い
る
。
雲
南
温
室
に
は
、

雲
南
省
か
ら
集
め
ら
れ
た
植
物
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
ト
ウ
ツ
バ
キ
の
園
芸
品

種
や
ギ
ン
コ
ウ
ボ
ク
な
ど
、
あ
で
や
か
な

姿
と
芳
香
が
堪
能
で
き
る
。
ま
た
、
温

室
の
周
囲
の
屋
外
で
も
雲
南
の
植
物
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

屋
外
展
示
園
は
、
北
側
が
世
界
の
植

物
ゾ
ー
ン
、
南
側
が
日
本
の
植
物
ゾ
ー

ン
に
な
っ
て
い
る
。

人
里
近
く
に
生
育
す
る
植
物
や
高
原

に
見
ら
れ
る
植
物
、
沼
や
湿
地
に
生
育

す
る
水
生
植
物
な
ど
、
各
区
画
ご
と
に

集
め
ら
れ
て
い
る
。
入
園
時
に
開
花
情

報
を
記
し
た
地
図「
見
ご
ろ
の
植
物
」を

渡
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
ガ
イ
ド
に
散

策
す
る
。

一
つ
一
つ
見
て
い
く
と
、
風
景
と
し

て
見
え
て
い
た
植
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名

前
や
特
性
を
知
る
こ
と
で
見
え
方
が
変

わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
区
画
ご
と
に
違
う

植
物
と
環
境
に
出
会
い
、
小
さ
な
旅
を

し
て
い
る
よ
う
な
楽
し
さ
が
あ
る
。

屋
外
は
も
ち
ろ
ん
、
温
室
に
も
季
節

が
あ
り
、「
見
ご
ろ
の
植
物
」
も
月
に
三

回
作
成
さ
れ
て
い
る
。
中
央
植
物
園
は
、

訪
れ
る
た
び
に
違
う
表
情
を
見
せ
る
自

然
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

自
然
の
力
を
教
え
て
く
れ
る
植
物
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
。

 

県道富山高岡線 

JR北陸本線 

J
R
高
山
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●
富
山
空
港 

至立山 至小杉 

至砺
波 

至高岡 

至高岡 至魚津 

速星駅 

富山IC

R41

R41
旧R

359

R359

■ 
中央植物園 

神
通
川 

有沢橋 

婦中大橋 

 

富山駅 

北陸自動車道 

開園時間／午前9時～午後5時
（入園は午後4時30分まで）
11月～1月は午前9時～午後4時30分
（入園は午後4時まで）

入 園 料／高校生以上600円、小・中300円
第2・4土曜日は高校生以下無料

休 園 日／木曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の
翌日（土・日・祝日のときは開園）、年
末年始（12月28日～1月4日）

月例行事／●日曜植物案内
毎月第1日曜日 午前11時～正午
●植物園オリエンテーリング
毎月第3日曜日
午前10時30分～12時30分

問 合 せ／1076（466）4187
ホームページ／http://www.bgtym.org

■バスで
富山駅前から地鉄バスで⑫のりば
ファボーレ経由萩の島行き
中央植物園口下車　徒歩約8分

■自家用車で
北陸自動車道富山ICから約15分

富山県中央植物園

国内外の野生植物を中心に、中国雲南省の
植物や日本海側特有の植物など約5,000
種類を収集・展示している。平成8年に全
面開園、12年に雲南温室がオープンした。
植物についての理解を深めるとともに、植
物の美しさに触れ、憩い、安らぐ場を提供す
る。また、植物に関する専門的な調査研究
を行うほか、ユニークな企画展示や観察会
などを通して教育普及活動も行っている。

熱帯果樹室にあるバオバブは、サン＝テグジュペリの小説「星の
王子さま」に登場するアフリカの木。

園内の南半分は、日本の植物ゾーン。低地草原のエリア
では、今の時期、秋の七草が見ごろ。

中央植物園のシンボル、大きな温室群が
迎えてくれる。

世界の熱帯・亜熱帯の野生植物を展示す
る熱帯雨林植物室に咲くベニバナトケイ
ソウ。

話題の植物のエリアには、沖縄の植物ゴ
ーヤー（ニガウリ）が栽培されている。

南池に沿って、河原や湿地の植物が生育している。
名も知らなかった花や草を、それぞれが育つ自然
環境と一緒に知ることができる。

夏休みには小学生植物ふしぎ教室が開
かれるなど、年に10数回、講座や講習
会が開催される。

見ごろの花や実を矢印型のサインが教えてくれる。
矢印の先を見ると、鮮やかな熱帯スイレンの花。

ラン温室では色とりどりに咲き誇る園芸品種のラン
がお出迎え。樹木や岩に張り付いて生育する着生ラ
ンなど、実際の環境そのままに栽培されている。

ボボタタンン・・シシャャククヤヤクク園園  ボタン・シャクヤク園 

第
1
駐
車
場
 

正面ゲート 

管理研修棟 

北 

ラン温室ン温室 ラン温室 
熱帯雨林植物室熱帯雨林植物室 熱帯雨林植物室 

ツツツツジジ・・シシャャククナナゲゲ園園  ツツジ・シャクナゲ園 

香りの植物 
繊維の植物 

芝生広場 

北池 

高山植物室高山植物室 高山植物室 

サンライトホール 
喫茶室 

熱帯果樹室熱帯果樹室 熱帯果樹室 

雲南温室雲南温室 雲南温室 
雲南の植物 

球根植物 

石林の石 

北米東部の植物 

ステージ 

染めの植物 

桜
並
木 

ふじ棚 

 

ササククララ・・ウウメメ園園  サクラ・ウメ園 

低地草原 

クレマチス園 

花
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド 

南池 

海岸の植物 

山地草原 

ロッケリー 

湿地の植物（山地） 

河原の植物 

シシイイ・・カカシシのの森森  シイ・カシの森 

ククリリ・・ココナナララのの森森  クリ・コナラの森 

沼
沢・渓

谷
の
植
物 

ミミズズナナララ・・ブブナナのの森森  ミズナラ・ブナの森 

世界の植物ゾーン 

 

日本の植物ゾーン 
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京劇俳優・とやま日中文化交流会副会長

1957年生まれ　富山市在住

思
い
が
け
な
い
外
国
生
活
に
困
惑

「
日
本
に
来
て
、
生
ま
れ
て
初
め
て
刺
身

を
食
べ
た
と
き
は
、
一
週
間
お
な
か
を
こ

わ
し
ま
し
た（
笑
）。
い
ま
は
大
好
き
で
す

よ
、
富
山
は
特
に
刺
身
が
お
い
し
い
か
ら
」

そ
う
言
っ
て
笑
う
陳
さ
ん
。
初
来
日
は

一
九
八
七
年
。
浙
江
省
京
劇
団（
現
浙
江

京
昆
き
ょ
う
こ
ん芸

術
劇
院
）の
主
演
俳
優
と
し
て
だ

っ
た
。
翌
八
八
年
、
九
一
年
に
も
公
演

で
来
日
。
そ
の
折
に
中
国
語
通
訳
を
務

め
て
い
た
現
在
の
奥
さ
ん
と
知
り
合
い
、

九
二
年
に
結
婚
。
そ
の
年
初
め
て
富
山

を
訪
れ
た
。

当
初
は
「
す
ぐ
帰
る
つ
も
り
だ
っ
た
」

が
、
県
内
の
ホ
テ
ル
な
ど
か
ら
、
京
劇
の

公
演
依
頼
が
相
次
い
だ
。
十
三
歳
の
と

き
、
約
五
千
人
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選

ば
れ
、
京
劇
の
道
に
入
っ
て
以
来
、
中
国

国
内
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
き
た
が
、
中

国
が
誇
る
伝
統
文
化
を
日
本
の
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
富
山
に

住
む
こ
と
を
決
め
た
。
そ
れ
か
ら
始
ま
っ

た
多
忙
な
日
々
は
、
陳
さ
ん
に
と
っ
て
、

慣
れ
な
い
生
活
に
困
惑
す
る
日
々
で
も
あ

っ
た
。

「
言
葉
が
話
せ
な
い
。
仲
間
も
い
な
い
。
三

十
五
歳
か
ら
の
外
国
生
活
は
、
す
ご
く
つ

ら
い
も
の
で
し
た
」

気
持
ち
は
す
っ
か
り
富
山
県
民

戸
惑
い
悩
む
陳
さ
ん
を
支
え
て
く
れ

た
の
は
、奥
さ
ん
で
あ
り
、京
劇
公
演
を

通
し
て
知
り
合
っ
た
人
た
ち
だ
っ
た
。

太
極
拳
の
指
導
を
始
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
も
、
劇
団
文
芸
座
と
共
演
し
た

と
き
の
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
で
、太
極
拳

を
隠
し
芸
と
し
て
披
露
し
た
の
が
き
っ

か
け
。
陳
さ
ん
の
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る

よ
う
な
動
き
に
、
ぜ
ひ
教
え
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
。
陳
さ
ん
は
、

多
く
の
人
の
尽
力
も
あ
っ
て
、
教
室
を

開
設
。
現
在
は
県
内
各
地
に
教
室
が
増

え
、
小
学
三
年
生
か
ら
七
十
七
歳
ま
で

幅
広
い
年
代
の
生
徒
が
、
陳
さ
ん
の
指

導
を
受
け
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
人
た
ち
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
仲
間
も
た
く
さ
ん
で

き
ま
し
た
。
私
が
富
山
を
大
好
き
な
の

は
、
何
よ
り
も
富
山
の
人
、
温
か
い
心

の
人
間
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
気
持
ち

は
す
っ
か
り
富
山
県
民
で
す
」

中国浙江
せっこう

省出身の陳建強さん（43歳）は、
中国の伝統演劇である京劇の主演俳優。公
演で日本を訪れた際に通訳を務めた現在の
奥さんと1992年に結婚。以来、奥さんの
ふるさとである富山県に住み、舞台公演の
ほか、とやま自遊館などで太極拳の指導に
もあたっている。また、とやま日中文化交
流会の副会長として、両国の文化の架け橋
の役割も果たしている。

文
化
を
往
来
さ
せ
る
人
の
架
け
橋

京
劇
公
演
、
太
極
拳
指
導
で
活
躍
す

る
一
方
、
と
や
ま
日
中
文
化
交
流
会
の

副
会
長
と
し
て
、
両
国
の
文
化
交
流
に

も
力
を
注
ぐ
陳
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
日

本
舞
踊
、
狂
言
、
茶
道
、
生
花
と
い
っ
た

日
本
文
化
を
中
国
に
紹
介
し
て
き
た
。

「
何
千
年
も
前
に
中
国
の
文
化
が
日
本

に
入
り
、だ
ん
だ
ん
日
本
風
に
な
り
、日

本
の
文
化
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
日

本
だ
け
の
も
の
。
本
物
の
日
本
文
化
を

中
国
に
紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

日
本
の
文
化
を
中
国
へ
。
そ
し
て
中

国
の
文
化
を
日
本
へ
。
今
月
に
は
浙
江

京
昆
芸
術
劇
院
が
来
県
し
、
か
つ
て
の

仲
間
と
一
緒
に
富
山
で
京
劇
を
公
演
す

る
と
い
う
夢
が
現
実
の
も
の
と
な
る
。

太
極
拳
で
は
、
中
国
で
公
認
さ
れ
る
真

の
指
導
者
を
育
て
た
い
と
願
う
陳
さ
ん
。

そ
の
情
熱
が
日
本
と
中
国
の
文
化
を
確

実
に
往
来
さ
せ
て
い
る
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
多
い
陳
さ
ん
の
代
表
的
な
役
柄
「
孫

悟
空
」。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
情
と
軽
妙
な
立
ち
回
り
で

観
衆
を
ひ
き
つ
け
る
。

太極拳は、無理をしない運動。
その人にあった練習をして、自
然と一体になることが大切。
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介護保険料の本来額の納付開始

県民芸術文化祭2001総合フェスティバルの開催

I N F O R M A T I O N  インフォメーション

「とやま廃棄物プラン」へのご意見、アイデアの募集

C型肝炎ウイルス検査の実施について

Ｃ型肝炎ウイルスなどの感染状況を確認していただくため、
各保健所で検査を実施しています。

65歳以上の方には、介護保険のサービスに理解をいただき
ながら保険料を負担していただくため、昨年10月から1年
間は、本来額の半額を納めていただいています。今年10月
からは本来額の保険料を納めていただくことになっていま
す。

※保険料の額や納入方法など詳しくは、お住まいの市町
村や介護保険組合へおたずねください。

＜オープニングフェスティバル＞
堀正文氏（NHK交響楽団ソロコンサートマスター）のヴァ
イオリン公演など、様々なステージ公演を行います。
日 時 9月23日（日・祝）午後2時～4時30分
会 場 砺波市文化会館（砺波チューリップ公園隣接）
入 場 料 無料（入場券が必要です）
申込方法 はがきに、希望枚数と代表者の住所、氏名、電話

番号を記入し、下記までご応募ください。
募集締切 9月10日（月）当日消印有効（応募多数の場合、抽選）

＜生活文化展＞
いけばなのなかで、美術作品の展示、音楽・舞踊などの公演、
お茶会の開催など、多彩な芸術文化展を行います。
日 時 9月22日（土）～25日（火）午前10時～午後5時
会 場 砺波市農村環境改善センター（砺波市文化会館に併設）

砺波市美術館（砺波チューリップ公園内）
入 場 料 無料（入場券は必要ありません）

●問合せ 〒930－8501 県庁生活文化課内
富山県民芸術文化祭実行委員会事務局
1076（444）9616 

廃棄物の減量化を図り、循環型社会の形成を実現すること
を目的として、平成14年度に県が策定する「とやま廃棄物
プラン」へのご意見、アイデアなどを募集します。

募集内容 ○家庭で実践することが必要と思われる取り組み
○循環型社会を形成するため全県的に推進するこ
とが望ましいと思われる取り組み
○その他、廃棄物処理およびリサイクルに関する
ご意見、アイデアなど

募集期間 9月3日（月）～11月2日（金）
応募方法 県庁環境政策課および各市町村の廃棄物担当窓口

に備付けの用紙に必要事項を記載のうえ、郵送ま
たはFAXで送付。県のホームページでも受け付け
ています。
（http:/www.pref.toyama.jp/sections/1705/1705.htm）

●問合せ・応募先 県庁環境政策課
1076（444）3140  FAX 076（444）3480

事業所・企業統計調査 

社会生活基本調査 

富山県ＩＴ（情報技術） 
利用状況調査 

平成13年10月１日（月）現在の県内すべての事業所・企業に
おける事業の種類や従業者数などを調査します。 
9月下旬から調査員が伺います。 

平成13年10月20日（土）を基準に、指定の2日間の「生活時
間」や1年間の「活動状況」などを調査します。 
調査対象の世帯には、10月上旬から中旬にかけて調査員が
伺います。 

平成13年10月1日（月）現在の県内すべての事業所・企業に
おけるＩＴの利用状況を調査します。 
10月上旬から中旬にかけて調査員が伺います。 

総務省統計局 
富山県 
市町村 

総務省統計局 
富山県 

富山県 

調 査 名  内　容 実施機関 

今年10月に次の調査を実施しますので、ご協力をお願いします。

●問合せ　県庁統計調査課　1076（444）3190
076（444）3192

検査手数料　2,680円
※ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）に感染している可能性の
ある方については、保健所のＨＩＶ抗体検査（無料・匿名）
の際に、併せてＣ型肝炎の抗体検査を無料で受けること
ができます。（平成13年10月31日まで）

●問合せ 最寄りの保健所
または県庁健康課　1076（444）3225

保健所名 検査曜日（受付時間） 電話番号 

新川保健所 火曜、金曜（9：00～10：30） 
 

0765（52）1224

076（472）1234

0766（26）8414

0763（22）3511

火曜（9：00～11：00） 
金曜（13：00～14：00） 

月曜、木曜（9：00～10：30） 

水曜、金曜（9：00～10：00） 

中部保健所 

高岡保健所 

砺波保健所 

076（428）1152水曜、金曜（9：00～10：00） 富山市保健所 

4月 
0

1 
ー 
2

1

10月 4月 10月 4月 10月 3月 

平成12年度 平成13年度 平成14年度 

保険料を
納める必
要はあり
ません 

本来の保険料を 
納めます 

保険料が軽減された
分は国が負担するこ
とになります 

本来の保険料の 
半額を納めます 

本来の 
保険料 

65歳以上の方の保険料 
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10月号（通常版）は10月上旬に発行予定です。

■応募方法
ハガキに、クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、
年齢と、本誌の感想・入手方法を記載。

あて先／〒930-8501（住所不要）
富山県庁広報課「県広報とやま9月号」クイズ係

締切／10月3日（水）（消印有効）

正解者の中から5名の方に、9・10ページで紹介し
た「富山県中央植物園」の入園券と絵はがきをペア
でプレゼントします。

ご応募お待ちしています。

県広報とやまの各世帯配布版（年3回発
行）は、新聞折込で各家庭にお届けします。
また、通常版（年7回発行）は、次の場所で
無料配布するほか、郵送による定期購読
も受け付けています。

主な配布箇所
県庁、県刊行物センター（県民会館１階）、
県の各施設、市町村役場、図書館、文化
ホール、公共温泉施設、主なショッピング
センター、いきいきＫＡＮ（富山駅前Ｃ
ＩＣ５階）、JR駅（一部）、富山空港、東
京事務所、大阪事務所、名古屋事務所

定期購読の申込方法
郵便番号・住所・氏名・電話番号・購読
回数（通常版の回数）を明記し、郵送料
として１回当たり１６０円分の切手を
同封のうえお申し込みください。
※購読期間中は､通常版･各世帯配布版の両方
を郵送しますが､郵送料の負担は通常版の分だ
けで結構です｡
（例：最新号から1年間購読を希望する場合は、
160円×7回＝1,120円になります。）

あて先
〒９３０-８５０１（住所不要）富山県庁広報課
「県広報とやま」定期購読係

5・6月号プレゼント当選者
■桜ヶ池クアガーデン
アクアオアシスプール招待券
山田文夫さん（富山市）
嶋倉ちづるさん（高岡市）
明　敏子さん（新湊市）
米林佳奈さん（砺波市）
堀井俊治さん（大沢野町）

正解は「インフォメーション」でした。

7月号プレゼント当選者
■県立近代美術館オリジナル一筆箋
阿部明美さん（富山市）
山岡正美さん（高岡市）
草木由美子さん（滑川市）
荻野純子さん（黒部市）
堀　雅美さん（上市町）
金谷昌子さん（大島町）
大西立子さん（福野町）
久保あやさん（千葉県）
杉浦清紀さん（大阪府）
下出谷カナ子さん（大阪府）

正解は「元気」でした。

毎年9月1日は何の日でしょうか。

→答えはクローズアップを読めばわかります。

「○○の日」とお答えください。

中小企業向け融資制度のご案内

県では、新たな産業を創出し、県内産業を活性化するため、今年４月に中小企業者を
対象とする新産業・ベンチャー創出支援資金を創設しました。融資対象、金利等は下記
のとおりです。申請手続きなど詳しくは、県内金融機関または県庁中小企業課へお問い
合せください。

その他の中小企業向け融資制度につきましては、県のホームページでご覧になれます。
（http://www.pref.toyama.jp/sections/1300/1300.htm）

●問合せ　県庁中小企業課　1 076（444）3248

とやまの情報お伝えします！【9月の県政番組】 ※タイトルは、いずれも仮題です。

このほか、新聞広報やインターネットでも
県政情報をお伝えしています。
■新聞広報「県からのお知らせ」
9月8・22日の朝刊各紙に掲載予定

■富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/

北日本放送テレビ
毎週日曜11:00～11:30

チューリップテレビ
第４日曜 10:00～10:52

ＦＭとやま
毎週月曜～木曜11:30～11:40
毎週土曜 11:30～11:55

富山テレビ
毎週日曜 9:00～9:30

2日 子どもとやま県議会
9日 万一に備える救急医療
16日 香り高い芸術文化
23日 ふるさと探訪 ～福岡町～
30日 生涯スポーツ社会をめざして

2日 山歩き
9日 救急
16日 富山の元気シニア
23日 動物大集合
30日 秋まつり

23日 今年の秋は芸術に挑戦

区　分 融資対象 金利・期間 資金使途 限度額 

次の設備投資を行う事業者 
①企業内LAN、CAD/CAM、POSシ
ステム等の導入のための設備 
②コンピュータ、情報通信機器等の製
造設備 
③ソフトウェア、コンテンツ制作のた
めの設備 
④ホームページ、データベースの制作 

年1.5% 
10年 設備資金 

設備資金 

設備資金 
運転資金 

設備資金 
運転資金 

設備資金 
運転資金 

1億円 

5,000万円 

3,000万円 
創業予定者は2,000万円 

7,000万円 
（運転資金1,000万円） 

4,000万円 
（運転資金1,000万円） 

①創業予定者、創業１年未満の方 

②創造法、経営革新法の承認を受けた方 

③新事業の展開を行う方 

次の設備投資を行う事業者 
①バイオテクノロジーを活用した新製
品の開発製造のための設備 
②富山湾の海洋深層水を活用した新
製品の開発製造のための設備 

年1.75% 
設備資金 7年 
運転資金 5年 

年1.75% 
設備資金 10年 
運転資金 5年 

年1.85% 
設備資金 10年 
運転資金 5年 

年1.5% 
10年 

バイオ・深層水 
関連産業支援枠 

ＩＴ推進枠  

創業・ 
ベンチャー 
支援枠 
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造形発見広場「色」
【9/8（土）～30（日）】
「色」をテーマとした様々な制作活動を通じ
て、色を使った不思議な世界を体験できます。
材料代100～300円

いわさきちひろ複製画展
【9/30（日）まで】
ちひろが描いた代表的な作品とちひろの折々の
言葉やポートレートを展示します。

9:30～17:00
休火曜・第4水曜・祝日の翌日
入館無料

GS● 

　こども 
◎みらい館 

●環境科学 
　センター 

●県立大学 

至富山 至高岡 

太閤山ランド 

至JR小杉駅 

至小杉I.C

至
新
湊 
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河
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太閤山ランド秋祭り
【10/7（日）・8（祝）10：00～16：00】
シェフランドでは「食」、ふわふわランド、パフォー
マーランド、ゲームランドでは「遊び」を満喫でき
ます。

ニューゴルフ大会
【10/21（日）9：45～14：00 受付9：00～】
ニューゴルフ（パークゴルフなど）のストローク競
技大会を行います。
参加費1,000円（昼食代含む）

9:00～17:00休火曜・祝日の翌日
入園無料（駐車料金は別途必要）

GS● 

◎ 
太閤山ランド 

●環境科学 
　センター 

●県立大学 

至富山 至高岡 

至JR小杉駅 

至小杉I.C

至
新
湊 

 婦
中
町
吉
住
1-

1
1
0
7
6（
4
6
9
）5
2
5
2

自
然
博
物
園

ね
い
の
里

自然観察会「仲秋の星空と虫の声を楽しむ」
【9/16（日）18：00～20：00】
秋の星座を観察し、「スイッチョン広場」で秋
の虫の鳴き声を鑑賞します。
対象／小学生とその家族 参加費／無料
定員30名 要申込 9/14まで

「ねいの里のキノコ写真展」
【9/14（金）～10/29（月）】
ねいの里で見られる食用キノコや毒キノコ
を写真と実物で紹介します。

9:00～16:00
休 火曜・祝日の翌日　入園無料

◎ねいの里 

至砺波 

至八尾 

有沢橋 至高岡 

小杉I.C

JR
高
山
本
線 

婦中大橋 

●いこいの村 

北陸自動車道 神
通
川 

千
里
駅 

R359
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「舞台芸術・芸能ー発見ライブ in ORBIS」
草原の音楽っておもしろい！
【10/6（土）18：30～】
絵本「スーホの白い馬」で知られる馬頭琴。
モンゴルに古くから伝わるみずみずしい音
色を奏でる馬頭琴と語りが生み出す独特の
優しい音楽世界が観客を包み込みます。

出演／嵯峨治彦（馬頭琴 他）
田中孝子（語り）

3,000円（前売・当日とも）全席自由

●CIC

バスターミナル ◎オルビス 

マリエとやま 

JR富山駅 至高岡 至魚津 
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企画展「森の妖精 きのこ」
【10/5（金）～10（水）9：00～17：00】
いろいろな姿や色合いのきのこを実物や写
真で紹介します。
※入園料が必要です。

どんぐりで遊ぼう
【10/21（日）13：00～16：00】
どんぐりを材料にして、こまなどのおもちゃ
を作ります。

9:00～17:00
休木曜・祝日の翌日、9/25
一般 600円小・中 300円

R359

◎ 
中央植物園 

ファボーレ 
● 

北陸自動車道 

至富山I.C

至砺波 

○文 

婦中大橋 

至
八
尾 

神
通
川 

テ
ィ
ラ
ン
ジ
ア
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海王丸総帆展帆
【9/2（日）・10/7（日）・21（日）】

親子海洋教室
【9/23（日）・10/13（土）～14（日）】
親子でカッター訓練やマスト登りにチャレンジします。
対象／小中学生とその保護者 要申込

巨大フリーマーケット in 海王丸パーク
【10/7（日）】

R8

R 
472

至小杉I.C

新湊市 
博物館 
　　● 

新港の森 
● 

海王丸パーク◎ 

万葉線 

至高岡 至富山 

富山新港 

海王丸駅 越ノ潟 

入園自由 帆船海王丸は9:30～17:00
休 月曜・祝日の翌日（9/24、10/8は乗船可能）
一般 400円 小・中 200円
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特別企画展
「地獄遊覧ー地獄草紙から立山曼荼羅までー」
【9/29（土）～11/4（日）】
国宝・国指定重要文化財を含む約40数点の絵画
を通して日本の地獄思想の変遷を紹介します。
一般200円／高・大160円／小・中100円

9:30～17:00 休 月曜・祝日の翌日（9/16は開館）
※9/26～28は展示館のみ開館
一般 650円 高・大 400円 小・中 250円
※展示館・遙望館・まんだら遊苑の3施設セット券

至富山 至
立
山
I.C
 

岩
峅
寺 

立
山
線 

立
山
駅 千

垣 

芦
峅
寺 

雄
山
神
社
○ 

立山博物館 
◎ 

 文化勲章に輝く 京都画壇11人の巨匠たち
【9/29（土）～10/28（日）】
竹内栖鳳から上村松園、小野竹喬、秋野不矩
など、京都画壇の文化勲章受章者11人の代
表作品を紹介します。
一般 900円／高・大650円／小・中 450円
※常設展示もご覧になれます。
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水
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美
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館

9:30～17:00（ただし、入室は16:30まで）
休月曜（10/8は開館）・祝日の翌日
常設展示観覧料（展示室以外は無料）
一般 200円 高・大 160円 小・中 100円
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立
山
カ
ル
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ラ
砂
防
博
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館

企画展「雪SNOW」ー知られざる立山の雪の世界ー
【9/24（月）まで】無料
立山を舞台とした雪の神秘的な世界を紹介しています。

フィールドウォッチング「常願寺川の砂防施設めぐり」
【10/11（木）9：00～16：30】
常願寺川の砂防施設を見学し、災害から人々の安
全を守るための英知と努力などについて考えます。
対象／小学3年生以上（小学生は保護者同伴）
参加費／1,000円 集合・解散場所／県庁前
定員40名 要申込 9/30まで

9:30～17:00 休 月曜・祝日の翌日
常設展示観覧料一般400円高・大320円小・中200円

◎ 
立山 
カルデラ 
砂防博物館 

立山駅 

● 
立山砂防 
工事事務所 

富山地方鉄道 立山線 

立
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ー
ブ
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　スキー場 
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特別企画展
「縄文のたくみ 弥生のたくみ」
【10/4（木）～11/9（金）】
北陸の縄文遺跡、弥生遺跡からたくみのわざ
を選りすぐって紹介します。

公開講座
「縄紋のたくみ 弥生のたくみ」
【10/13（土）13：30～】
講師／国立歴史民俗博物館長 佐原 眞氏

R8

●公文書館 

県立 
図書館
● 

◎埋蔵文化財センター 

至小杉 

至滑川 至高岡 

JR北陸本線 

富山大橋 県道富山高岡線 

呉
羽
山 

神
通
川 

●GS

9:00～17:00
休 土曜・日曜・祝日（会期中は無休）
入館無料
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特別企画展「記録にみる戦争と富山県民」
【10/10（水）～12/7（金）】
公文書をもとに、太平洋戦争時の県民生活の
状況を紹介します。

平成13年度 古文書教室中級実践コース
【10/18（木）・11/1（木）・15（木）・29（木）】
募集期間 9/28（金）～10/8日（月）
テーマ「富山藩領の地方文書を読む」
講師 中村太一路氏（富山市文化財調査審議委員）

9:00～17:00
休 土曜・日曜・祝日　入館無料
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図書館
● 
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JR北陸本線 
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とやま現代作家シリーズ
こころの原風景
【10/4（木）～11/25（日）】
若手を中心とした本県ゆかりの作家32人の
新作・近作を展示し、現在の富山県美術の動
勢をさぐります。
一般 700円／高・大 500円／小・中 350円
※常設展示もご覧になれます。

9:30～17:00
休 月曜・祝日の翌日
常設展示観覧料
一般 200円高・大 160円小・中 100円
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立山通り 
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「
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上
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※県内50箇所の「とやまの音風景」を収録したCDは市町村図書館などでお聴きになれます。

急
峻

き
ゅ
う
し
ゅ
んな

山
々
に
抱
か
れ
、
か
つ
て
は
秘
境
と

呼
ば
れ
た
五
箇
山
。
山
間
の
地
で
ひ
っ
そ
り

と
暮
ら
し
を
営
ん
で
き
た
人
々
は
、
数
々
の

民
謡
を
歌
い
踊
り
継
い
で
き
た
。

こ
き
り
こ
の
歌
と
踊
り
も
、
そ
の
ひ
と
つ
。

も
と
は
、
米
の
豊
作
を
祈
っ
て
歌
い
踊
っ
た

田
楽
で
ん
が
く

だ
と
い
う
。
そ
れ
を
五
箇
山
に
伝
え
た

の
は
南
北
朝
の
頃
の
落
人
だ
と
い
わ
れ
る
。

今
年
も
、九
月
二
十
五
・
二
十
六
日
、平
村
の

白
山
宮

は
く
さ
ん
ぐ
う

で
、
こ
き
り
こ
祭
り
が
行
わ
れ
る
。

杉
の
大
木
が
繁
り
、
厳
か
な
空
気
が
漂
う
白

山
宮
に
、
古
式
ゆ
か
し
く
こ
き
り
こ
踊
り
が

奉
納
さ
れ
る
。
い
つ
も
は
静
か
な
境
内
も
、

二
日
間
、
祭
り
の
高
ま
り
に
包
ま
れ
る
。

「
窓
の
サ
ン
サ
も
デ
デ
レ
コ
デ
ン
　
は
れ
の

サ
ン
サ
も
デ
デ
レ
コ
デ
ン
」

四
人
の
舞
姫
が
、
こ
き
り
こ（
小
切
子
）
と
い

う
小
さ
な
竹
の
楽
器
を
手
に
踊
る
。
長
さ

は
、
七
寸
五
分（
約
二
十
三
セ
ン
チ
）。
両
手

に
持
っ
て
軽
や
か
に
打
ち
合
わ
せ
る
。

狩
衣
か
り
ぎ
ぬ

に
山
鳥
の
羽
の
つ
い
た
編
み
笠
は
、
男

性
の
装
束
。
手
に
は
短
冊
型
の
板
を
束
ね
た

サ
サ
ラ
。
百
八
枚
の
板
を
打
ち
な
ら
し
て
、

煩
悩
を
振
り
払
う
。

ジ
ャ
ッ
、ジ
ャ
ッ
。小
気
味
の
い
い
リ
ズ
ム
と

素
朴
な
音
は
連
な
る
山
々
に
響
き
、
祭
り
は

自
然
と
一
体
と
な
る
。
心
に
し
み
い
る
よ
う

な
純
朴
な
歌
と
踊
り
。
祭
り
が
終
わ
る
と
五

箇
山
の
秋
は
足
早
に
深
ま
っ
て
い
く
。
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